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地
震
や
火
災
に
備
え
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

～
揖
斐
川
町
総
合
防
災
訓
練
～

　

揖
斐
川
町
総
合
防
災
訓
練
が
、
清
水
小

学
校
を
主
会
場
と
し
て
８
月
22
日（
日
）

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
静
岡
県
駿
河
湾
を
震

源
と
す
る
大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
た
こ

と
を
想
定
し
て
行
わ
れ
た
訓
練
で
は
、
住

民
の
皆
さ
ん
は
避
難
広
報
に
よ
り
集
会

所
な
ど
の
一
次
避
難
所
へ
、
町
全
域
で

約
９
０
０
０
人
が
避
難
し
、
訓
練
に
は
、

１
１
０
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

主
会
場
で
は
、
水
・
ガ
ス
・
道
路
・
通

信
な
ど
の
関
係
機
関
に
よ
る
復
旧
訓
練
や

自
衛
隊
第
35
普
通
科
連
隊
に
よ
る
災
害

派
遣
訓
練
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
、
少
年
消

防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
、赤
十

字
奉
仕
団
に
よ
る
炊
き
出
し
、災
害
救
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
負
傷
者
搬
送
訓
練
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
で
災
害
時
の
対
応
や
、
防
災

意
識
の
高
揚
が
図
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

▲災害救援ボランティアと消防団による
倒壊家屋救助訓練

▲日坂区自治会　中
なか

島
しま

郁
いく

二
じ

さん

▲交通安全の町を力強く推進します

▲防災ヘリによる人命救助訓練

▲２次避難所へ向かう住民の皆さん

道
路
功
労
者
表
彰
受
賞

～
日
坂
区
自
治
会
～

緊
急
交
通
安
全
大
会
開
催

～
交
通
事
故
の
無
い
ま
ち
を
目
指
し
て
～

　

日
坂
区
自
治
会
が
社
団
法
人
日
本
道
路

協
会
よ
り
、
８
月
10
日（
火
）の「
道
の
日
」

に
平
成
22
年
度
道
路
功
労
者
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
永
年
に
わ
た
り
道
路
環

境
の
美
化
・
保
全
等
に
貢
献
さ
れ
、
そ
の

功
績
が
顕
著
な
団
体
・
個
人
が
対
象
に
な

り
ま
す
。

　

日
坂
区
自
治
会
は
、
10
年
に
わ
た
り
主

要
地
方
道
山
東
本
巣
線
、
日
坂
地
内
の
沿

道
花
壇
に
お
け
る
清
掃
や
除
草
を
実
施
さ

れ
、
道
路
管
理
・
道
路
景
観
形
成
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
今
回

の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

揖
斐
郡
内
で
多
発
す
る
交
通
事
故
に
歯

止
め
を
か
け
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
８
月
11
日（
水
）

に
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
で
揖
斐
川
町
緊

急
交
通
安
全
大
会
が
行
わ
れ
、
約
７
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
、
揖
斐
警
察
署
の
小
倉
交
通
課

長
が
交
通
事
故
発
生
状
況
な
ど
に
つ
い
て

説
明
し
、
交
差
点
で
の
出
合
い
頭
事
故
が

３
割
を
占
め
る
な
ど
の
特
徴
を
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

最
後
は
、
行
政
推
進
員
連
絡
協
議
会
長

の
山や

ま

口ぐ
ち

敬け
い

次じ

さ
ん
が
「
誰
一
人
と
し
て
事

故
に
遭
わ
せ
な
い　

事
故
を
起
こ
さ
せ
な

い
」
と
い
う
決
意
の
交
通
安
全
大
会
宣
言

を
し
ま
し
た
。
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三
倉
の
太
鼓
踊
り

～
色
鮮
や
か
に
乱
舞
～

春
日
川
合
太
鼓
踊
り

～
力
強
い
男
衆
の
伝
統
の
舞
～

徳
山
ダ
ム
観
光
放
流

～
真
夏
に
涼
感
を
演
出
～

　

８
月
13
日（
金
）
か
ら
16
日（
月
）ま
で

の
間
、
徳
山
ダ
ム
で
観
光
放
流
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ダ
ム
サ
イ
ト
公
園
に
は
、
洪
水
吐
ゲ
ー

ト
か
ら
の
放
流
を
一
目
見
よ
う
と
、
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
ま
し
た
。
放
流
は
、
10

時
、
11
時
、
12
時
、
13
時
、
14
時
、
15
時

の
６
回
行
わ
れ
、
う
ろ
こ
の
よ
う
な
模
様

の
波
が
、
洪
水
吐
き
か
ら
流
れ
落
ち
て
い

き
ま
し
た
。
ま
た
、
ダ
ム
サ
イ
ト
公
園
内

の
町
特
産
品
販
売
所
で
は
、
山
菜
の
加
工

品
な
ど
が
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
６
１
０
０
人
の
観
光
客
が

訪
れ
ま
し
た
。

　

三
倉
の
太
鼓
踊
り
が
、８
月
15
日（
日
）、

三み

倉く
ら

地
区（
久
瀬
）で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
踊
り
は
、
約
７
０
０
年
前
に
源
氏

の
武
将
た
ち
が
戦
勝
を
祝
っ
て
踊
っ
た
の

が
は
じ
ま
り
と
さ
れ
、
現
在
は
雨
乞
い
や

無
病
息
災
を
祈
願
す
る
踊
り
と
し
て
、
三

倉
古
代
太
鼓
踊
り
保
存
会
が
伝
統
を
受
け

継
い
で
い
ま
す
。

　

峯み
ね

神
社
で
の
奉
納
踊
り
で
は
、
背
中
に

背
負
っ
た
色
鮮
や
か
な
シ
ナ
イ
が
躍
動
感

の
あ
る
勇
壮
な
舞
を
披
露
し
、
訪
れ
た
観

衆
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

▲美しいうろこ模様が描かれました

▲峯神社での奉納踊りの様子

▲大勢の観光客が訪れました

▲先祖供養の力強い舞（光明寺境内にて）

▲涼感と迫力を楽しむ人々

　

８
月
16
日（
月
）、
春
日
川か

わ
い合
地
区
で
川

合
太
鼓
踊
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

川
合
太
鼓
踊
り
は
、
９
人
の
踊
り
手
と

４
人
の
笛
で
構
成
さ
れ
、
ボ
ン
デ
ン
と
い

う
幣
束
を
も
つ
踊
り
手
が
、
列
の
先
頭
に

立
っ
て
踊
り
の
指
揮
を
と
り
、
列
の
最
後

尾
に
は
「
ヤ
ク
ガ
シ
ラ
」
と
い
う
踊
り
手

が
大
太
鼓
を
抱
き
か
か
え
、
激
し
く
動
き

な
が
ら
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
す
も
の
で
す
。

　

光こ
う

明
み
ょ
う

寺じ

で
は
大
勢
の
見
物
客
が
見
守

る
中
、
お
盆
の
時
期
に
合
わ
せ
た
力
強
く

も
華
や
か
な
先
祖
供
養
の
舞
を
披
露
し
ま

し
た
。
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８
月
20
日（
金
）か
ら
24
日（
火
）ま
で
、

町
内
の
小
学
６
年
生
13
人
が
県
外
派
遣
研

修
で
北
海
道
芽
室
町
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

芽
室
町
役
場
へ
の
表
敬
訪
問
で
は
、
宮

西
町
長
を
は
じ
め
皆
さ
ん
の
歓
迎
を
受
け

ま
し
た
。

　

広
大
な
土
地
で
の
農
場
や
牧
場
の
体
験

学
習
は
、
じ
ゃ
が
い
も
の
収
穫
と
選
別
な

ど
に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
し
な
が
ら
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ

ん
に
よ
る
お
も
て
な
し
を
受
け
、
人
へ
の

思
い
や
り
を
学
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

雄
大
な
自
然
に
つ
つ
ま
れ
た
芽
室
町
で

の
研
修
は
、
ふ
る
さ
と
や
家
族
の
ぬ
く
も

り
を
再
認
識
す
る
５
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

▲二胡演奏の様子

▲学校交流の様子（芽室南小学校） ▲畜産農家での作業体験 ▲広大な農地で農作業体験

▲みんなで記念撮影

▲広大な十勝平野

平
成
22
年
度
県
外
研
修
（
北
海
道
）

派
遣
事
業
参
加
児
童

揖
斐
小
学
校　

朝あ
さ

田だ　

紗さ

矢や

さ
ん

　
　
　
　
　
　

野の

原は
ら　

崇た
か

史し

さ
ん

大
和
小
学
校　

成な
る

瀨せ　

憲け
ん

伸し
ん

さ
ん

　
　
　
　
　
　

香こ
う

田だ　

麻ま

那な

さ
ん

北
方
小
学
校　

森も
り

本も
と　

早さ

稀き

さ
ん

清
水
小
学
校　

林は
や
し　

　

千せ
ん

里り

さ
ん

小
島
小
学
校　

山や
ま

口ぐ
ち　

愛あ
い

加か

さ
ん

　
　
　
　
　
　

森も
り

本も
と　

真ま

由ゆ

さ
ん

谷
汲
小
学
校　

横よ
こ

山や
ま　

史ふ
み

高た
か

さ
ん

　
　
　
　
　
　

河か
わ

村む
ら　

明あ
か

里り

さ
ん

久
瀬
小
学
校　

小お

倉ぐ
ら　

彩あ
や

加か

さ
ん

養
基
小
学
校　

山や
ま

田だ

佳か

那な

太た

さ
ん

　
　
　
　
　
　

松ま
つ

波な
み

早さ

希き

子こ

さ
ん

お
十
七
夜
コ
ン
サ
ー
ト

～
幻
想
的
な
観
月
音
楽
祭
～

　

８
月
17
日（
火
）、
谷
汲
山
華
厳
寺
の
境

内
で
、
谷
汲
門
前
街
並
づ
く
り
委
員
会
主

催
の
「
谷
汲
山
観か

ん

月げ
つ

音お
ん

楽が
く

祭さ
い

（
お
十
七
夜

コ
ン
サ
ー
ト
）」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
、
二に

胡こ

、
マ
リ
ン
バ
と

ピ
ア
ノ
の
美
し
い
音
色
が
響
き
渡
り
、
約

５
０
０
人
の
聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。
ま

た
、
門
前
の
参
道
や
境
内
に
は
竹た

け

灯と
う

籠ろ
う

や

行あ
ん

灯ど
ん

が
並
び
、
会
場
を
幻
想
的
に
演
出
し

て
い
ま
し
た
。

小
学
生
県
外
研
修
派
遣
事
業
（
北
海
道
芽
室
町
）

　
　
　
～
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
広
大
な
農
地
で
農
業
体
験
・
学
校
交
流
～
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大
和
小
学
校
北
舎
特
別
教
室
棟
完
成

～
新
校
舎
で
新
し
い
歴
史
を
～

揖
斐
川
伝
統
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

～
い
び
が
わ
の
伝
統
芸
能
を
披
露
～

　

８
月
20
日（
金
）
大
和
小
学
校
の
北
舎

特
別
教
室
棟
が
完
成
し
、
竣
工
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階
建

て
で
、
理
科
室
、
家
庭
科
室
、
図
書
室
、

図
工
室
、
音
楽
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

竣
工
式
で
は
、
児
童
代
表
の
後ご

藤と
う

彩あ
や

華か

さ
ん（
６
年
）
が
「
私
た
ち
は
、
こ
の
校

舎
と
と
も
に
大
和
小
学
校
の
新
し
い
歴
史

を
作
っ
て
い
き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
あ
と
に
児
童

に
よ
る
合
唱
な
ど
で
校
舎
の
完
成
を
祝
い

ま
し
た
。

▲竣工を祝うテープカットの様子

▲子供歌舞伎　鏡
かがみやまこきょうのにしきえ

山 旧 錦 絵

▲子供歌舞伎　碁
ご

太
たい

平
へい

記
き

白
しら

石
いし

噺
ばなし

　新
しん

吉
よし

原
わら

揚
あげ

屋
や

の場
ば

▲北方踊り（子ども組）

▲黒田神楽　傾
けい

城
せい

阿
あ

波
わ

の鳴
なる

戸
と

▲春日寺本太鼓踊り

　

町
内
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
を
楽
し
め

る
、
揖
斐
川
伝
統
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
、
８
月
21
日（
土
）、
揖
斐
川
町
中
央
公

民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
大
ホ
ー
ル
で
上
町
と
い
び
祭

り
子
ど
も
歌
舞
伎
塾
に
よ
る
子
供
歌
舞

伎
、
黒
田
神
楽
保
存
会
に
よ
る
神
楽
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
中
央
公
民
館
駐

車
場
で
の
伝
統
太
鼓
踊
り
で
は
、
北
方
踊

り
と
春か

す
が日
寺て

ら

本も
と

太
鼓
踊
り
が
披
露
さ
れ
、

観
衆
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。
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▲清掃奉仕作業の様子

▲受賞おめでとうございます

▲商品開発試食会の様子

▲第 2位と健闘した岐阜県代表　少年女子チーム

揖
斐
川
の
ヨ
モ
ギ
で
商
品
開
発

～
ヨ
モ
ギ
を
使
用
し
た
和
菓
子
を
～

少
年
の
主
張
岐
阜
県
大
会
で
受
賞

～
わ
た
し
の
主
張
２
０
１
０
～

　

８
月
６
日（
金
）
美
濃
加
茂
市
で
開
催

さ
れ
た
、
少
年
の
主
張
岐
阜
県
大
会
「
わ

た
し
の
主
張
２
０
１
０
」
で
岐
阜
新
聞
・

岐
阜
放
送
賞
を
受
賞
さ
れ
た
谷
汲
中
学
校

３
年
生
の
宮み

や

田た

彩さ

愛え

さ
ん
と
、
奨
励
賞
を

受
賞
さ
れ
た
坂
内
中
学
校
３
年
生
の
田た

中な
か

し
お
り
さ
ん
が
、
８
月
27
日（
金
）、
揖
斐

川
町
役
場
へ
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
自
己
の
主
張
を
正
し
く

伝
え
る
力
や
創
造
力
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

　

宗
宮
町
長
は
「
自
分
の
思
い
を
人
に
伝

え
る
と
い
う
こ
と
は
大
変
素
晴
ら
し
い
こ

と
で
す
。
将
来
は
、
町
を
担
う
力
に
な
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。」

と
受
賞
を
称
え
ま
し
た
。

　

８
月
21
日（
土
）
～
22
日（
日
）、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
競
技
（
少
年
男
子
・
女
子
）
の

千
葉
国
体
東
海
地
区
予
選
を
兼
ね
た
国
民

体
育
大
会
第
31
回
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が

揖
斐
川
健
康
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

猛
暑
の
中
、
各
試
合
と
も
緊
張
し
た
試
合

が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
岐
阜
県
代
表
は
少
年

男
子
が
初
戦
で
愛
知
県
に
、
少
年
女
子
が
決

勝
で
愛
知
県
に
そ
れ
ぞ
れ
惜
敗
し
、
残
念
な

が
ら
千
葉
国
体
へ
の
切
符
を
逃
し
ま
し
た
。

　

岐
阜
県
代
表
に
は
来
年
の
山
口
国
体
、
平

成
24
年
の
ぎ
ふ
清
流
国
体
で
の
活
躍
を
期
待

し
、
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

今
年
の
９
月
に
行
わ
れ
る
千
葉
国
体
に
出

場
す
る
各
種
別
の
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　
少
年
男
子
　
　
静
岡
県

　
少
年
女
子
　
　
愛
知
県

　

８
月
５
日（
木
）揖
斐
川
町
産
の
ヨ
モ
ギ

を
使
っ
た
和
菓
子
の
新
商
品
試
食
会
が
揖

斐
川
町
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
山
菜
の
里
い
び
が
中
心
と
な

っ
て
行
な
っ
て
春
か
ら
試
作
を
重
ね
、
恵
那
市

の
恵
那
川
上
屋
が
商
品
開
発
を
し
ま
し
た
。

　

試
作
さ
れ
た
和
菓
子
は
、「
よ
も
ぎ
蒸

し
パ
ン
」
と
「
よ
も
ぎ
も
ち
の
パ
イ
ま
ん

じ
ゅ
う
」
の
２
品
で
す
。

　

試
食
会
に
は
、
町
や
県
の
農
業
関
係
者

な
ど
約
15
人
が
参
加
し
、
色
々
な
意
見
を

出
し
合
い
ま
し
た
。

　

秋
ま
で
に
は
商
品
化
を
目
指
す
方
向

で
、「
よ
も
ぎ
蒸
し
パ
ン
」
は
、
11
月
の
い

び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
で
販
売
す
る
予
定
で
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
開
催

水
道
施
設
を
美
し
く

～
清
掃
奉
仕
作
業
～

　

揖
斐
川
町
の
水
道
工
事
店
有
志
15
社
に

よ
っ
て
町
内
の
水
道
施
設
の
清
掃
奉
仕
作

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
奉
仕
作
業
は
毎
年
行
わ
れ
て
お

り
、
15
事
業
所
か
ら
各
１
人
の
15
人
が
早

朝
か
ら
お
昼
ま
で
、
水
道
施
設
や
そ
の
周

辺
の
草
刈
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

施
設
周
辺
が
と
て
も
き
れ
い
に
な
り
ま

し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。


